


［この灯台の概要］

位置：北緯34度21分54秒
　　　　東経136度54分30秒
光り方：単せん白光

　　　　　15秒に1回発光
　　　　　（沖合の船舶から灯台を見た場合、
 　回転するレンズから放たれる光を
 　15秒ごとに見ることができます）
光の強さ：380,000カンデラ

　　　　　　 （「カンデラ」とは、光源の強さを

　　　　　　　表す単位です）

光の届く距離：16.5海里

　　　　　　　　　（約30.5キロメートルです。1海
　　　　　　 里は1,852メートルです）
灯台の基礎部から灯台の頂部まで：15メートル

灯器：LU-M型
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当時の初代木造灯台は現存する日本最古の木造

建築であったため、東京都品川区「船の科学館」

に移築され保存されていました。（令和6年公開終

了）

2023年、初点から150年を迎えた今も、静かに海を

照らし続けています。

昭和63年10月 無人灯台となり、自動で点灯

平成16年4月29日 「のぼれる灯台」として

参観開始

平成25年3月29日 国の登録有形文化財に指定

当当時時のの初初代代木木造造灯灯台台はは現現存存すするる日日本本最最古古のの木木造造

建建築築ででああっったたたためめ、、東東京京都都品品川川区区「「船船のの科科学学館館」」

にに移移築築さされれ保保存存さされれてていいままししたた。。（（令令和和66年年公公開開終終

了了））

22002233年年、、初初点点かからら115500年年をを迎迎ええたた今今もも、、静静かかにに海海をを

照照ららしし続続けけてていいまますす。。

昭昭和和63年年10月月 無無人人灯灯台台ととななりり、、自自動動でで点点灯灯

平平成成16年年4月月29日日 「「ののぼぼれれるる灯灯台台」」ととししてて

参参観観開開始始

平平成成25年年3月月29日日 国国のの登登録録有有形形文文化化財財にに指指定定
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